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1　は　じ　め　に

山形県庄内地方在来のエダマメ「白山」種は食味が良く，

評価が高い。しかし．晩生種であるために日長によって開

花・結実が左右され，早描きすると茎秦が繁茂し着実も不

良となることから，作型を広げることが困難な状況にある。

そこで，日長に感応することを利用し，育苗時に数日間の

短日処理を行うことにより開花期を早め，収穫期を前進さ

せることが可能となったので報告する。

2　試　験　方　法

（1）ハウス栽培

1）試験1定植後の短日処理の効果

1992年にハウス栽培において定植後に短日処理を行い，

その効果を検討した。播種3月11軋定植3月27日で．う

ね幅180cm，株間30C恥　2条植え（条間60皿），1カ所2本

植えとし，透明マルチをした。短日処理を4月20日，4月

30臥　5月11日に開始し，処理日数を20日及び30日とした。

処理方法はホワイトシルバーのトンネルをかけ，8時間日

長で行った。施肥量は，N：P205：K20，0．44：1．52：
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2．03（kg／a）とした。

2）試験2　育苗時の短日処理の効果

1）の結果をもとに，1994年に育苗時の短日処理を行った

後，ハウス栽培を行い，その効果を検討した。播種3月3

日，定植3月25日，うね幅100CⅢ（床幅80cm）とし，地温

確保のためグリーンマルチを施した。また，定植時から4

月14日までトンネルで披覆した。株間・条間については試

験区2のとおりである。育苗はセルトレー72穴を用いて1

穴2粒播種とした。育苗期間中は発芽まで30℃加温，その

後20～25℃加温で管理した。短日処理は，播種後子葉が展

開してから開始し，育苗床上にホワイトシルバーのトンネ

ルをかけ，8時間日長とし，処理日数は処理開始から5日

間及び15日間とした。施肥量は，N：P205：K20，1．15：

2．22：1．23（k／a）とした。

（2）試験3　露地栽培

1993年に露地栽培において育苗時に15日間の短日処理を

行った結果，収穫日が約30日早まった（未発表）。しかし

草丈が短く，収量性が低かったことから，1994年に処理時

期，日数について検討した。播種日∴定植日，短日処理に

ついては試験区3のとおりである。栽培概要はうね幅125

CⅢ（床幅80cm），株問30cm，2条植えとし，グリーンマル

チを施し定植時から5月24日まで倒伏防止のため不織布ト

ンネルをした。育苗はセルトレーで2）と同様に行い－施肥

量はN：P205：K20＝11．5：22．2：12．3（kg／10a）と

した。

3　試験結果及び考察

（1）ハウス栽培

1）定植後の短日処理の効果

収穫時の生育は，無処理区に比べ短日処理区の草丈，主

茎良が低く，分枝数が少なかった。処理区の中では処理開

始時期が早い4月20日区が4月30日区，5月11日区よりも

草丈，主茎長が短く，処理日数は20日間よりも30日間の草

丈，主茎長が短くなった。無処理区は草丈が105cmとなり

やや蔓化した。収穫適期は短日処理区が無処理区にくらベ

9日～25日早くなった。収量は処理開始が早いほど低く，

日数の影響は判然としなかった。これらのことから短日処

理により早期収穫が可能であるが，定植後の短日処理は資

材及びトンネル開閉に労力を要することから，処理時期，

期間について検討を要すると考えられた（表1）。

2）育苗時の短日処理の効果

定植時の生育は，育苗時に短日処理を行ったため．無処

理区に比べ短日処理区の主茎長が長くなった（表2）。
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収穫時の生育及び収量（試験1）

‥針．、．

収
要棚
㈱

区 草丈　真数主茎長分枝長
左
Å
口

同
割
き
垂
付
赴
止

根
調

五
里
全

日　　皿

4価一別6／26（6ノ／21）107　52．3

4価一即日6／2椚／26）107　49．2

4価一別H7／択6価107　65．3

4価一訪日7／9（M）120　62．4

5／Ⅰ卜罰日7／9（7／6）120　75．5

5／1卜罰日7／9（7〃）120　74．4

無処理7／14（7／14）125105．3

本
．8
．3
」
．
0
．2
．1
．7

皿
．5
．9
一0
．3
．8
．3
．1

5
3
0
7
・
4
7
Q
U

枚
．1
．2
．1
．5
．5
．5
．5

7
7
1
9
7
0
9

0
▲
3

g

7

一

06

g

こ

J
り
】

0
　
0

5
　
5

月
」
1
　
9

■

D

 

q

】

1
　
9

2
も
0
9

収

用

0

8

8

5
Q
U
　
7
　
9

7
　
4
　
5
2

5
　
仁
U
　
長
U
　
6

6

3

7

　

■

4

9

　

4

．

一

山

】

　

4

－

9
　
こ
∪
　
5
　
【
－

2

1

3

3

3
Q
U
5
7

7
3
　
3
　
7

1
　
り
】
　
つ
り
　
■
リ
】

表2　定植時の生育（試験2）
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収穫時の生育は，無処理区と5日処理区が長く，15日処
理区が短かかった。しかし無処理区においても蔓化せずこ

れは自然短日の影響を受けた結果と考えられる。収穫時期

は，短日処理を15日間行った3～5区が最も早く6月中旬

であったが，5日間処理の1－2区と無処理区も6月下旬

に収穫となり，無処理区については生育と同様に自然短日

の影響によるものと考えられた。a当り商品さや重量は，
無処理区，5日処理区が高いが，短日処理区は栽植密度が

高いため徒長気味の生育となり1本当りの根付き調整重が

軽く，商品さや数並びに同重量が少なかった。無処理区は

板付き調整重及び商品さや重量が重く，枝付き出荷が可能
と考えられた（表3）。

以上の1），2）の結果から，3月1半句に播種しハウス栽

培を行う場合には，短日処理を行わなくとも6月下旬に収

穫が可能と考えられる。3月2半句以降に播種した場合に

は，短日処理を育苗時に5日間行うことにより6月下旬収

穫が可能であるが，栽植密度を無処理と同等にした場合の
収量については検討が必要である。

（2）露地栽培における短日処理の効果

定植時の生育は，短日処理区の草丈，主茎長が長かった

（表4）。収穫時の生育は，無処理の7区と8区（慣行）は

草丈，主茎長が長く，蔓化した。短日処理区では子糞展開

後15日の1区，初生葉展開後10日の5区，同15円の6区の

草丈．主茎良が短く，子葉展開後7日の2区，子葉展開8

表3　収穫時の生育及び収量（試験2）

付き　同左　商品さや　a当り鮎

整垂　割合　さや致　舶　さや錮

月日　日　収　皿　本 g g ％　個　g kg

16／お112　84．637．8　4．1　97　59　61　7．619．741．1

26／お　目2　81．439．3　2．8　75　44　59　5．012．835．6

3MTl06　55．631．5　3．6　99　55　56　3．18．611．5
46／17106　53．532．0　3．8　70　40　57　3．9　9．920．6

56／17106　51．530．4　3．9　51　29　57　1．6　4．211．7

66／27 116　81．836．8　4．8　259156　6012．336．4　48．5

注．板付き調整重は葉を除去した重さa：（根付き調整垂
／全垂）×100

商品さやは2粒と3粒の合計，3粒の中抜けさやは
クズとした

日後から7日の3区・初生彙展開後7日の4区の草丈，主
茎長は前出の短日区と無処理区の中間的な長さであった。

このことから．子葉展開直後から数日間の短日処理並びに

初生垂展開後10日以上の短日処理は有効であると考えられ

る0収穫日は短日処理区が7月下旬～8月1半句，早播き

の無処理の7区並びに普通作型の無処理の8区が8月中旬

で，早まき短日処理は普通作型に比べ収穫所要日数が長く

なるが，収穫時期は20日～30E早くなった。板付き調整垂

は無処理の7区が最も多く，短日処理区では子葉展開後7

日の2区，子葉展開後8日から7日の3区，初生菓展開後

7日の4区が普通作型の無処理の8区と同等であった。短

日処理区では子糞展開後8日から7日の3区と初生菓展開
後7日の4区の商品さや重量が多く，普通栽培の無処理の

8区と同等以上となった（表5）。以上のことから．収穫

期を早め蔓化させずに収量を確保するには，4月上旬に播

種し，短日処理を子葉展開後8日目から7日間行った後定

植することにより7月下旬収穫が可能と考えられる。

表4　定植時の生育（試験3）
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蓑5　収穫時の生育及び収量（試験3）
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注．根付き調整重は葉を除去した重さ
a：（根付き調整垂／全垂）×100

商品さやは2粒と3粒の合計，3粒の中抜けさやは
クズとした

4　ま　と　め

晩生種のエダマメ「白山」種を蔓化させずに収穫期を前

進させる短日処理法をハウス栽培と蕗地栽培で検討した。

ハウス栽培では，3月1半句に播種することにより自然
短日を利用して短日処理を行わずに6月下旬に収穫するこ

とが可能であった。3月2半句以降の栽培の場合は，無処

理では蔓化するものと考えられ．子垂展開後5日間の短日

処理が必要である。露地栽培では，4月上旬に播種し子菓
展開後8日目から7日間の短日処理により7月下旬収穫が

可能であった。
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